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青少年意識調査の要約

今年度の青少年意識調査では、ほぼ全ての質問項目で昨年と同様の結果が出ている。これに

より、青少年の万引犯罪に対する意識(態度・意見)としては、当機構による「万引に関する全国青

少年意識調査Jの結果が標準のものと考えるに値する。

メッセージ1:ほとんどの子どもが万引とは何かを知っている。小学生で、は「テレビ・でJ知ったと

する意見が全体の8割に達し、中高生でも「テレビで万引を見聞きするJとし、う

回答は多い。

メッセージ2:万引は「絶対やってはいけないことJとする小学生が960/0までを占めるが、その

比率は高学年(中学・高校)になるにつれて低くなる。大きな落差は小学校から

中学校の聞にある。

メッ士一ジ3:万引は「絶対やってはし、けなし、ことJとする意識は、自分自身の場合には強し、が、

友達のこととなるとそれほど強し、ものとは考えていない。

メッセージ4:万引きを友達に誘われた経験は高学年になるほど多くなり、高校生では15%が

誘いを受けている。

メッセージ5:青少年が万引する理由として最も多いのが「その品物が欲しいからjで、小学生の

9割近くが回答している。「簡単にできるJと「換金目的Jの比率は高学年(中学・

高校)になると高くなる。

メッ士一ジ6:捕まったときのことを考えた場合、低学年ほど「家に連絡されるJことを危倶する

比率が高い。また高学年ほど「学校に通報されて停学等になるJことを危倶する

比率が高い。一方、小学校では「庖で説教されるのみJとするものの比率が際立

って高い。

メッセージ 7:監視カメラや万引防止機器の存在は小学生でもよく知っている。子どもたちは「万

引対策をよくしてしも庖Jであることをもっと積極的にアピールすることが万引を減

らすのに有効と考えている。



メッセージ8:子どもが万引をしなくなる対策はf家庭のしつけJであるとするものは小学生で約7

割、高学年になるほど比率が下がる。高校生で最も高い比率を示すのは「万引を

しづらし、底づくりJ。

メッ古ージ9:万引をした子どもの通報について、各学年に共通して、学校や警察より保護者へ

の連絡を望んでいる。学校や警察への連絡を嫌がる理由は、学校への連絡は

「退学などになりかねないJからであり、警察への連絡はf犯罪者として扱うのは将

来を奪うことになるJである。

メッセージ10:万引をした子どもに対してf警察と学校が連携して指導すべきJとの意見は中学生

・高校生ともに半数を占める。

メッセージ11:子どもが万引をしたと連絡を受けた親は、直ちに引き取りに行くべきだとする意見

が中学生・高校生ともに9割を超える。理由として7割以上が「親にも責任がある

からJとしている。

メッセージ12:万引きした子どもに親は「厳しく指導するべきだJとする回答が中学生・

高校生を問わず9割ほどある。その理由として約4割が「反省させるためJで約3割

が「親にも責任があるJと回答している。一方、「厳しく指導するべきではないJと

する理由としてほとんどの生徒が回答しているのは「居場所がなくなり、かえって

非行に走るからJであったo

メッセージ13:万引をしてしまった場合の庖への対応については、中学生は4割以上が「迷惑料

を払うJと回答しているのに対し、高校生でこの回答は3割にとどまる。「その場で

謝罪すればよいJとの回答は、中学生で3割あったが、高校生では2割にまで減っ

ている。高校生で最も多いのは、「買い取るべきjであった。

メッセージ14:その他の非行についてf絶対にやってはならないjとするものが「麻薬・脱法ドラッ

グJでは95.6%と圧倒的なのに対して、 fタバコjでは68.6%に過ぎない。

一方、万引は84.6%であり、中間を占める。(中学生の場合)
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第1章 万引についての全国青少年意識調査について

(1) 調査の背景

小売業・サービス業庖頭で、急増している万引犯罪は、単に被害業界の経営問題に

とどまらず、いわゆる「初発型犯罪jとして青少年が犯罪の道に迷い込む入り口になる

としづ意味で青少年の健全育成にも関わりがあり、また地域の治安維持の面からもお

おきな社会問題となっていて、一刻も早い社会的な対応が求められている。

このような状況を踏まえ、平成17年6月設立された特定非営利活動法人全国万引

犯罪防止機構では、初年度の重点事業として、わが国における青少年の万引犯罪に

対する意識の実態と、被害者側で、ある小売業・サービ‘ス業における実態の調査に乗り

出した。初年度の平成17年に引き続き、平成18年度も実施した。

(2) 調査の目的

万引犯罪に対する青少年の意識調査は県別にはこれまでも存在したが、調査の枠

組みあるいは調査票は区々様々であり、相互に比較考察することがで、きなかった。本

調査は、万引犯罪に対する青少年の意識を、全国統一の調査票によって把握するこ

とによって、年代別・男女別・地域別分析等の基礎データーを得るとともに、行政・警

察当局の防犯施策、青少年指導団体、街の防犯ボランティア活動等に資することを目

的に計画された。調査の性格上、経年変化が重要な情報を提供するところから、初年

度に引き続き18年度も同様な調査を実施した。

(3) 調査内容

主な調査項目は次の通りである。

①万引についてどこで教えられたか

②万引についてどのように考えているか

③万引について友達はどのように考えているか

④万引に誘われたことがあるか

⑤万引をする理由はなんですか

⑤万引で、捕まったらどうなると思うか

⑦ 万引したものを友人などに売っているとしづ話をどう思うか

③ 少年が万引をしなくなるためにはどうすればしW、か

⑨ 万引をさせないために庖等がやっていること知っているか



(4) 調査実施の枠組み

① 調査の実施主体:特定非営利活動法人全国万引犯罪防止機構

(本部:東京都新宿区、理事長:河上和雄く元・東京地検特捜部長)

調査研究委員会担当

② 調査実施の協力:警察庁生活安全局少年課

文部科学省初等中等教育局児童生徒課

(5) 調査対象校の選び方および配布・回収等

① サンプリング、法:2層ランダム・サンプリング(都道府県別・学校別)

② 台帳:r全国学校総覧J2006

③票数:合計約11、750

小学校5年:1校当たり 50票X47都道府県=2、350票

中学校2年:1校当たり100票X47都道府県=4、700票

高校 2年:1校当たり100票X47都道府県=4，700票

*調査対象校は都道府県別・学校規模別にまったく統計的に抽出しており、特別の

意図はまったく無い。

④調査実施の手順

*調査票等の送付

-調査票および提出用封筒のセットは本機構より各校校長名宛で宅急便により

直接送付した。

-送付セット数は予備を含めて、小学は70セット(50+20)、中学および高校は12

Oセット(100+20)である。

・対象校によっては予備票を含めて回答した場合があり、その場合の予備票は全

て有効回答とした0

・調査の依頼に当たっては、予め本票送付の概ね10日前までに、主意書・

調査票サンプル・参考資料等を全対象校に送付して予告を行った。

・さらに、各都道府県教育委員会には、文部科学省の依頼文を添付して調査に対

する協力依頼を行った。

*配布・記入・回収・返送

・送付した調査票セットは、担任の先生方により、平成18年12月~平成19年3月

の適当な期日を選び、適当な該当時間(ホームルーム等)に配布して、実施い

ただいた。

-調査票の記入は無記名。記入済みの調査票は記入者が回収用の封筒に入れ、

糊付けして担任宛提出してもらった。
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-提出された調査票入りの封筒を一括して、返送用バック(着払い伝票

貼付)に入れて、そのまま本機構宛返送してもらった。

*調査期間:平成18年12月~平成19年3月

(6)回収状況

①小学校5年:回収学校数=44(都道府県)

回収票数=2、501票(男子1、254、女子1、211、無回答36)

回収率:回収学校数=93.6% 回収票数=106.4%

②中学校2年:回収学校数=43(都道府県)

回収票数=4，318票(男子2、241、女子2、019、無回答58)

回収率:回収学校数=91.5% 回収票数=91.9%

③高校2年:回収学校数=45(都道府県)

回収票数=4、518票(男子2..148、女子2，248、無回答122)

回収率:回収学校数=95.7% 回収票数=96.1%

総計回収学校数 =132校

回収率 =対象141校の93.6%

回収票数 =11、338票

回収率 =対象11、750票の96.5%
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第2章調査結果

1 .青少年の万引犯罪に対する意識

(1) 万引犯罪の認知

r..r万引ということを知っていますかJ(小学・問1)

1. 知っています

2 知らなかった

小学生 %
 

A
守

す
一
弘

ま
一

9

て一つ一知一
無回答知らなかった

0.0% 0.6% 

万引を知っているか

0.6% 

司
す
た
一

一
ま
り
一

一
札
制
一

一つ

Ad
一

一
知
知
一

一唱団一

99.4% 

この質問は小学生にのみおこなったものだ、が、全国で99.4%の児童が「知っていますJと回答

した。(昨年は、『知っていますJとの回答が99.3%であった。この2年間の結果から、万引を知ら

ない児童は極めて少ないといえる。)
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(2) 万引犯罪をどこで教えられたか

! r万引についてどこで教えられましたかJ (複数回答) (小学・問2，中高・問9)

小学生

中学生

高校生

90.0% 

80.0覧

70.0% 

60.0% 

50.0覧

40.0% 

30.0% 

20.0九

10.0% 

0.0% 

1. 学校の授業で ; 

2 保護者から j 

3. 警察で ; 

4 テレビで ※この選択肢は、小学のみ ; 

4. 特に教えられたことはない ※この選択肢は、中高のみ

5. その他(具体的に:

学校で 保護者から 警察で テレビで

47.2% 55.9% 6.3% 79.4% 

51. 9% 39.5% 7.5%) ミベ¥

48.1% 26.9% 6.4% ¥¥  

万引をどこで教えられたか

小学生 中学生 高校生

咽 5-

特に教え

られたこと その他

はない

又¥--- 7.2% 

28.6% 10.4% 

39.0% 8.0% 

回学校で

白保護者から
|口警察で

!ロテレビで

無回答

0.0% 

0.6% 

0.9% 

白特に教えられたことはない

哩その並ー 一



今年度調査では小学生のみ選択肢に「テレビ‘でJを入れたところ、この回答はほぼ8割に達した。

(昨年は、「テレビで」との選択肢はなかったが、小学生では「その他Jとの回答が全体の37.5%

あり、そのうちの8割以上が『テレビJrニュースJであった。)

中学生・高校生でも「その他Jに含まれる回答の6割以上は「テレビJrニュースJであり、この割合

は昨年とほぼ同じである。

「学校でJ教えられたという回答は全学年を通じて多いが、小学生の「学校でJr保護者からJとの

回答は、昨年と比較して1割ほど減っている(昨年「学校でJ56.8%、「保護者からJ66.9%)。し

かし「テレビでJとの選択肢を新たに入れたことによる形式の変化の影響があるので、ここ1年で変

化したとは言い難い。
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(3) 万引犯罪に対する認識

;「万引についてあなたはどのように考えますかJ(小学・問3，中高・問1)

1. 絶対にやってはいけないこと ; 

2. やってはいけないことだがそんなに大きな問題で、はないこと ; 

3. よくあることで、さほど問題ではないこと

4. その他(具体的に:

やってはいけな よくあることで、さ
絶対にやっては

いが大きな問題 ほど問題ではな その他 無回答
いけないこと

小学生 96.5% 

中学生 84.6% 

高校生 80.0% 

50.0% 

40.0% 

30.0% 

20.0% 

10.0% 

0.0% 

小学生

ではないこと し、こと

3.0% 

12.7% 

16.2% 

万引に対する考え

中学生 高校生

0.2% 0.2% 

1. 6% 0.8% 

2.0% 1. 4% 

回絶対にやってはいけないこと

白やってはいけないが大きな問題
i ではないこと

|口よくあることで、さほど問題では
ないこと

!ロその他

0.1% 

0.2% 

0.4% 

「絶対にやってはいけないことJとの回答が小学生では96.5%と非常に多い。中学・高校と学年

が上がるに従って犯罪意識は薄れてしてが、グラフからも明らかなように小学生と中学生との聞に

大きな変化が見られる。
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(4) 万引犯罪に対する友達の認識

I r万引についてあなたの友達はどのように考えていると，思いますかj

(小学・問4，中高・問2)

1. 絶対にやってはいけないこと j 

2. やってはいけないことだがそんなに大きな問題ではないこと

3. よくあることで、さほど問題ではないこと j 

4. その他(具体的に:

絶対にやっては
やってはいけな よくあることで、

いけないこと
いこが大きな問 さほど問題では その他 無回答

題ではないこと ないこと

小学生 91. 4% 6.9% 0.8% 0.7% 

中学生 72. 60/0 21. 4% 4.4% 1. 3% 

高校生 64.0% 27.2% 6.1% 2.2% 
」一一一一ー 圃ー1..-

万引に対する友達の考え

50.0% 

40.0% 

30.0% 

20.0% 

|ロその他 i 

10.0% 

0.0% 

小学生 中学生 高校生

「絶対にやってはいけないことJとの回答が小学生で、は91.4%と多いが、自身の場合と比較す

るとわずかに下がる。学年が上がるに従って犯罪意識は薄れていくが、この傾向も自身の場合と同

様である。

ー8-

0.3% 

0.3% 

0.5% 



(5) 万引を誘われた経験の有無

! rあなたは万引をするよう誘われたことがありますかJ (小学・問5，中高・問3)

1. ある ; 

2. ない

ある ない 無回答

小学生 5.8% 94. 00/0 0.2% 

中学生 8.1% 91. 7% O. 20/0 

高校生 15.7% 83.8% 0.5% 

万引を誘われたことがあるか

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% -ない
!回ある

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

小学生 中学生 高校生

学年が上がるにつれて増加してしてが、学年による増加率の変化は見られない。
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(6) 万引する理由

r f子供たちが万号j示.i|子るのI''iまな苔廷と

(小学.問6，中高・問4)

1. その品物が欲しし、から j 

2. お金がないから ; 

3. 度胸試しのため ; 

4. ストレス解消・楽しいから ; 

5. みんなやっているから j 

6. 友人に強要されたから ; 

7. 簡単‘一一....-、』

8. たい

9. 仲間

10. 中古品庖等で換金するため

11. 友達に売るため

12. その他(具体的に:

;※小学生では、 f10.中古品庖等で換金するためJfll.友達に売るためJの

;選択肢はない。かわりに「売るためJとなっている。

その品物が お金がない 度胸試しの
楽しし、から

みんなやつ 友人に強要

欲しいから カミら ため ているから されたから l

小学生 87.4% 64.7% 9.6% 24.9% 16.0% 32.8% 

中学生 78.8% 62.8% 27.2% 27.8% 21. 3% 23.0% 

高校生 71. 4% 61. 7% 25.7% 28.8% 20.9% 14.7% 
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簡単にでき たいした罰 仲間はずれに 換金する 友達に売るた
その他 無回答

るから を受けない なりたくない ため め

15.8% 10.40/0 29.6% 
6.0%(小学生のみ「売る

2.5% 0.6% 
ため」との選択肢だ、った)

19.9% 8.5% 26.6% 5.6% 4.3% 2.2% 0.1% 

24.0% 7.9% 15.9% 6.8% 4.6% 3.0% 0.2% 

万引をする理由

100.0% 

90.0% 

80.0% HUI 
図その品物が欲しいから

-お金がないから

ml事 民 住
I I口度胸鼠しのため

) ロ楽しいから
60.0% 

i・みんなやっているから

50.0% Ht'- l!liE ‘ liH・ 1 ，国友人に強要されたから

園簡単にできるから
40.0% 附置 FT. l持置 |lロたいした罰を受けない

30.0% Hki~l 15i・ !?J置
-仲間はずれになりたくない- i i因換金するため

20.0% Hi-:i" HHi 圃 15圃 11園育」・ ドj・l』闇 ! ~日友達に売るため

10.0% I…一 1_"':;，;...... _ 1-.0.:.;1・・・・・ ・・・・・.，即.~ ・・・・・ f I'! :~・・・・・ ・・・・・・E..，.哩a酔. -
LC!その他

一一一ー一

0.0覧

小学生 中学生 高校生

各学年に共通して最も多いのが「その品物が欲しいからJであり、回答率は小・中・高それぞれ

9・8・7害IJとなっているo次に多いのが「お金がないからJであり、全学年を通じて6割以上となるoそ

してこれら2つの回答は、学年が上がるにつれて減少してして。それに対して、学年が上がるにつ

れて増加してしてのは「度胸試しのためJと「簡単にで、きるからJの2つで、あったo r友人に強要された

からJと「仲間はずれになりたくなし、からJの2つの回答は、各学年ともほぼ閉じ回答数となっており、

その数は学年が上がるに従って、大きく減少してして。販売目的の回答には「中古品庖等で換金

するため」と「友達に売るためJの2つがあるが、中学生・高校生ともに、「換金Jのほうが多かったo
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(7) 万引で、つかまったらどうなると，思うか

;「もし子供が万引で、つかまったらどうなると思いますかJ(複数回答)

(小学・問7，中高・問5)

1. 警察に通報されて取調べを受ける ; 

2 学校に通報されて怒られる ; 

3. 学校に通報されて停学等になる ; 

4. 家に連絡される ; 

5. 庖で損害賠償を払わねばならない

6. 商品を買い取れば済む ; 

7. 庖で説教されるのみ j 
8. その他(具体的に:

警察で取り調べ 学校に通報され 学校に通報され
家に連絡される

を受ける て怒られる て停学等になる

小学生 77.4% 70.2% 12.0% 85.5% 

中学生 78.3% 65.8% 34.8% 83.0% 

高校生 76.0% 49.6% 68.1% 75.5% 

庖で損害賠償を 商品を買い取れ 庖で説教させる
その他 無回答

払う ば済む のみ

38.8% 3.3% 64.7% 2.8% 0.6% 

32.7% 3.0% 10.3% 2.3% 0.1% 

27.7% 2.3% 9.0% 1. 5% 0.1% 
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90.0% 

80.0% 

70.0% 

60.0% 

50.0% 

40.0% 

30.0% 

20.0% 

10.0% 

0.0% 

小学生 中学生

捕まったらどうなるか

高校生

臼警察で取り調べを受ける

・学校に通報されて怒られる

!ロ学校に通報されて停学等になるi
口家に連絡される

i・庖で損害賠償を払う
|図商品を買い取れば済む

田庖で説教させるのみ

ロその他 i 

各学年に共通して最も多いのは「家に連絡されるJ、次に多いのが「警察に通報されて取調べを

受けるJである。「学校への通報Jは、その後の学校の対応によって「怒られるJと「停学等になるJの

2つの選択肢を用意した。これらは学年が上がるに従って、「怒られるJから「停学等になるJへと移

ってして。「商品を買い取れば済むJは3%程度であったが、「庖で損害賠償を払わねばならなしリ

は、小学生で、は38.8%、最も少ない高校生でも27.7%と、「損害賠償Jのほうが圧倒的に多い。

「底で、説教されるのみJは、小学校では3人に2人が回答していたが、中学生・高校生では1害IJほど

にまで下がっている。
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(8) 万引品を友人等へ売ることへの意識

i r子供が万引したものを友人などに売っているという話についてどう思いますかj

(複数回答) (小学・問8，中高・問6)

小学生

中学生

高校生

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

1. そのような話は聞いたことがない

2. 聞いたことはあるが関わったことはない

3. 万引した品物を買うよう持ちかけられたことがある ; 

4. 万引した品物を断りきれずに買ったことがある j 

5. その他(具体的に:

聞いたこと

がない

88.3% 

84.5% 

71. 7% 

小学生

関わったこ 買うよう言われ 買ったことが
その他 無回答

とはない たことがある ある

12.1% 0.4% 0.3% 0.7% 0.6% 

14.7% 0.9% 0.4% 0.6% 0.1% 

25.0% 2.5% 0.6% 1.2% 0.2% 

万引きした商品を売っているとしヴ話について

中学生 高校生

ーーその他 一一一一--1

:ロ買ったことがある ; 

ロ買うよう言われたことがある|

・関わったことはない | 

回聞いたことがない | 

「買うよう持ちかけられたことがあるJr断りきれずに買ったことがあるjとの回答は、各学年とも少な

い。しかしfそのような話は聞いたことがないJとの回答は学年が上がるに従って減少、 f聞いたこと

はあるが関わったことはなしリは糟加している。
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(9) お庖の万引対策への認識

! r万引をさせないために、お庖がやっていることを知っていますかj

(複数回答) (小学・問9，中高・問11)

;小学生

引防止ポスターを貼っている ; 

察や、学校、家の人に知らせる ; 

3. 監視カメラをつけている

4. 万引防止機器をつけている

5. ミラーをつけている

6. その他(具体的に:

j中学生・高校生

1. 庄は万引防止ポスターを貼るなど、万引対策をしてし渇庖であることを;

アピールする。

2. 庄は「し、らっしゃいませJなどの積極的な挨拶や、庖員や防犯ミラーを;

気にしながらウロウロするなど万引と疑わしい不審な行動には「何かお;

探しで、すかJなどの声かけをして万引を事前に防ぐ ; 

3. 庖は、少年の万引は全て警察と保護者に連絡する。万引きした少年;

の通学する学校が判明したときは、学校に対して、性別・学年を連絡;

する j 

4. 警察は、万引きした生徒の学校に対し、非行防止に必要な指導をし;

てもらうため連絡する ; 

5. 学校は、生徒に「万引は犯罪で、あることJを指導し、万引きした少年に;

対しては万引を繰り返させないような心に響く指導をする ; 

6. 本やレコードなどの中古品を買い取る庖は、中古品を売りにきた18歳;
未満の者に対して、保護者と一緒に来るように求め、または保護者に;

電話して確認を徹底する j 

7. その他(具体的に:

ー15-



万引防止 警察や、学 監視カメラ 万引防止
ミラーをつ

ポスターを 校、家の人 をつけてい 機器をつ その他 無回答
けている

R占っている に知らせる る けている

小学生 57.2% 25.5% 95.2% 45.8% 36.1% 3.5% 0.5% 

庖は万引対策をし
庖は積極的な挨 底は全て警察と保 警察は万引した生

拶や、声かけをし 護者に連絡、学校 徒の学校に対し指
ている底であること

て万引を事前に防 には性別、学年を 導をしてもらうため
をアピールする

ぐ 連絡 連絡

中学生 67.1% 49.0% 29.4% 20.5% 

高校生 67.7% 45.6% 32.5% 21. 7% 

~一一 一一一

学校は生徒に万 中古品買取庖は1

引は犯罪であると 8歳未満の者に対
その他 無回答

指導し，心に響く指 して保護者に確認

導をする をする

37.7% 25.1% 1.9% 2.4% 

29.2% 25.0% 1.7% 3.0% 
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お庖の対策についての認知(小学生)

100.0% 

90.0% 

80.0% 

70.0% 

60.0% 

50.0% 

40.0% 

30.0% 

20.0% 

10.0% 

0.0% 

一一
一一帥一

/ 
吟

ポト
令

-争
{/) .• 
~~.グp

~ぷ
~'" 

.，fi 
ョ，

ゃ，
~ 

先，

お庖の対策についての認知(中高生)

80.0% 

70.0% 

60.0覧

50.0弘

40.0% 

30.0% 

20.0% 

10.0% 

0.0% 

生
生
一

学
校
一

中
高
一

口
口

や
6' 

火，

小学生で、も、底舗の万引対策をよく知っていることがうかがえる。特に監視カメラの存在はほとん

どの子どもが知っている。中学生・高校生についても、自由回答への記入は、お底の対策に関す

る意見が多い。お庖の万引対策について、「もっと(万引について)積極的にアピールせよJとの指

摘が目立つ。
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(10) 青少年が万引をしなくなるための対策

jfあなたは子供が万引をしなくなるためにどうすればよいと，思いますかJ

(複数回答) (小学・問10，中高・問10)

1. 万引について授業でとりあげる ; 

2. 家庭で、のしつけをきちっとする ; 

3. 警察が万引を厳しく取り締まる ; 

4. 万引(窃盗)の刑罰を重くする ; 

5. 万引をしづ、らい庖つくりをする ; 

6. 万引をした人やその親から罰金、迷惑料などをとる ; 

7. 中古品を買い取る庄で、万引をした品物かどうか厳しくチェックする

※小学生には、この選択肢はない

8. その他(具体的に:

万引について授 家庭でのしつけを 警察が万引を厳 万引(窃盗)の刑|

業でとりあげる きちっとする しく取り締まる 罰を重くする

小学生 60.0% 66.2% 37.8% 35.1% 

43.6% 
中学生 50.5% 56.3% 37.5% 

高校生 32.3% 50.0% 40.4% 42.0% 

万引をしづらい庖
万引をした人やそ 中古品買取底で 無回答

の親から罰金、迷 万引をした品物か その他
っくりをする

惑料などをとる どうかチェックする

53.5% 31. 8% ¥ ¥  3.3% 0.4% 

56.40/0 17.7% 16.6% 3.2% 0.3% 

55.8% 14.5% 12.0% 4.0% 0.9% 
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万引をしなくなるための対策

70.0% 

60.0% 

50.0% 
[国言語の授業 ←ー-l
1・家庭でのしつけ ! 

40.0% 
!ロ警察の取締り 1 

1ロ厳罰化 i 

30.0% 
i・庖の雰囲気づくり | 
!田罰金・迷惑料 l 

20.0% 
E中古品買取庖での確認!

直全金型_.- 一 一一ー」

10.0% 

0.0% 

小学生 中学生 高校生

各学年に共通して多いのが「万引をしづ、らい庖つくりをするJで、あり、学年による差がほとんどな

い。またこの意見は、問16の「万引を無くすための方策についてJでも目立つ。「授業で、とりあげるj

と「家庭でのしつけJは、学年が上がるにつれて減少してして。特に「授業で、とりあげるJについて、

小学生では6割を超えていたが、高校生で、は3害IJにとどまっている。回答率が3割-..4割の範囲内

で、学年による差が少なしものは「警察の取締りJと「刑罰を重くするjであったo
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ll. 万引犯罪を犯した青少年に対する意識

(1) 警察に引き渡すことに対する意識

r庖が万引をした少年を捕まえたら、警察に引き渡すべきで、あるJ ! 
(中高・問7-1)

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

1. そう思う ; 

2. そう思わない ; 

そう思う そう思わない

中学生 82.7% 17.2% 

高校生 76.7% 23.1% 

警察に引き渡すべき

中学生 高校生

無回答

0.0% 

0.2% 

J・そう思わない
回そう思う

中学生よりも、高校生のほうが「そう思うJの割合が少ない。どちらの学年も、 2割程度は「通報す

るべきではなしリとしゅ意見を持っていることがわかる。
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(2)警察へ引き渡すべきと思う理由

! r庖が万引をした少年を捕まえたら、警察に引き渡すべきであるJと思う理由 ; 

(中高・問7-2)

1 万問罪だから i 
2. 少年に反省させるために

3 再発防止のため ; 

4. その他(具体的に:

万引は犯罪だ 少年に反省 再発防止の
その他

無回答

から させるために ため

中学生 70.0% 13.1% 16.3% 0.4% 0.1% 

高校生 66.1% 15.8% 17.2% 0.8% 0.1% 

警察に引き渡すべきと思う理由

100% 

90% 

80% 

70% 

60% |ロその他 11 

50% 口再発防止のため い

田少年に反省させるために川

町岬だから ~II40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

中学生 高校生

各学年に共通して最も多いのが、「万引は犯罪だから」としづ意見である。この回答は昨年の調

査よりも増加している(昨年、中学生63.0%、高校生63.9%)。それに続き「再発防止のためJ

f少年に反省させるためJとなっている。これらの割合に、学年による差は見られない。
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(3)警察に引き渡すべきと思わない理由

~ r庖が万引をした少年を捕まえたら、警察に引き渡すべきで、あるJと思わない理由

(中高・問7-3)

1. 万引は大した罪ではないから ; 

2. 品物は戻るので損害は発生していないから j 

3. 犯罪者として扱うのは少年の将来を奪うことになるから

4. その他(具体的に:

中学生

高校生

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

大した罪ではな 損害は発生して 少年の将来を

し、から いなし、から 奪うカミら

9.0% 16.0% 53.8% 

5.8% 16.4% 55.4% 

警察に引き渡すべきι思わない理由

中学生 高校生

-22-

その他 無回答

20.6% 0.5% 

20. 6%) 1.8% 

ロその他

i口少年の将来を奪うから l 
E 損害は発生していないから

目大した罪ではないから 1j 



各学年に共通して最も多いのが、「犯罪者として扱うのは少年の将来を奪うことになるからjであ

る。それに続き「品物は戻るので損害は発生していないからJr万引は大した罪ではなし、からJと続く。

これら2つの、万引が犯罪であることを理解していない回答が、中学生で25%程度、高校生でも2

0%程度存在する。

「その他Jの内容を見てわかることは、 fまずは少年に、万引をした理由を聞く必要がある

からJとし、う、 f声を聞いて欲ししリとし、うメッセージが多いとし、うこと。次に「警察に引き渡す必要

がなし、からJ品、う、犯罪意識の欠知である。量的データとしても、犯罪意識の欠如は多かったが、

「その他jの自由回答の中にも、同様に多いことがわかる。
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(4) 学校に連絡することに対する意識

100弛

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

S万引をした少年を捕まえたら、学校に

(中高・問7-4)

1. そう思う

2. そう思わなし

そう思う そう思わない

中学生 85.7% 14.2% 

高校生 78.2% 21. 6% 

学校に連絡すべき

中学生 高校生

無回答

0.1% 

0.3% 

巴そう思わない l

Jロそう思う

中学生よりも、高校生のほうが「そう思うJの割合が少なくなっている。高学年ほど連絡を危倶する

傾向は、他の設問や昨年の結果と変わらない。
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(5) 学校に連絡すべきと思う理由

I r庄が万引をした少年を捕まえたら、学校に連絡すべきであるjと思う理由

(中高・問7-5)

中学生

高校生

一一一

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

‘-ー←ー

1. 生徒の指導は学校の責任だから

2. 他の生徒のためにも、厳しい処分を学校がするべきだから ; 

3. いじめなどが背景にあるカもしれないので学校は知っておくべきだから

4. 少年に反省させるために

5. 再発防止のため

6. その他(具体的に:

いじめが
少年に反省指導は学校 処分を学校

あるかも
の責任 がするべき させるため

知れない

19.0% 17.7% 27.1% 20.4% 

16.7% 24.0% 19.7% 22.0% 

学校に連絡すべきと思う理由

中学生 高校生
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再発防止
その他 無回答

のため

14.9% 0.8% 0.1% 

15.4% 1.9% 0.2% 

日その他

・再発防止のため

口少年に反省させるため

lロいじめがあるかも知れない!'
目処分を学校がするべき ! 

p指導は学径の重畳一一一JI



万引の背景としてのいじめの存在については、中学生で‘4人に1人以上がfあるかも知れないJと

回答している。高校生で、は減っていくが、それでも2割程度は「あるかも知れないJと回答している。

この回答について昨年と比較すると、ほとんど変化していないことがわかる(昨年、中学生26.

8%、高校生18.6%)。今年度はいじめ自殺問題が新聞・テレビで大きく取り上げられたが、これら

の報道が影響しての値ではないと思われる。
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(6) 学校に連絡すべきと恩わない理由

j r庖が万引をした少年を捕まえたら、学校に連絡すべきであるjと恩わない理由

(中高・問7-6)

1. 万引は大した罪ではなし、から ; 

2. 学校外の私的な行動であるから

3. 退学などになりかねないので、少年の将来のために

4. 少年にとって大した罰にはならなし、から ; 

5. その他(具体的に:

大した罪で 学校外の私 少年の将来 たいした罰に
その他 無回答

はなし、から 的な行動 のために はならない

中学生 2.8%> 62.8% 18.5% 2.5% 12.1% 1. 3% 

高校生 2.2% 52.8% 31. 2% 2.6% 10.3% 1.0% 

100% 

90% 

80% 

学校に連絡すべきと思わない理由

70% 

-その他 - l 
ロたいした罰にはならないい

口少年の将来のために | 

il 
・学校外の私的な行動 ぃ

図大した腔!主室内生jl
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中学生 高校生
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各学年に共通して最も多いのは、「学校外の私的な行動であるからJとの回答であった。次に多

いのが「退学などになりかねないので、少年の将来のためにJだが、これは高校生のほうが中学生

よりも1割以上多い。「万引は大した罪ではないからJとの回答は少なかったo

その他の内容については、中学生・高校生に共通して「他の生徒や先生から差別されるからJ

という意見が多い。特に f教師から白い目で見られるJなどという意見もある。これは問

1 6の自由回答にも見られる。
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(7) 保護者の引取りに対する意識

「庖が万引をした少年を捕まえたら、保護者(親)に連絡して、引取りにきてもらうべき;

であるJ (中高・問7-7)

1. そう思う ; 

2. そう思わない

そう思う そう思わない 無回答

中学生 93.2% 6.7% 0.1% 

高校生 91. 1 % 8.7% 0.2% 

」

保践者に引き取りにきてもらうべき
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aE

・・

戸?わないIID .f~m~ ~-! I 

20九

10% 

0% 

中学生 高校生

中学生よりも、高校生のほうが「そう思うJの割合が少なくなっている。この質問に「そう思うJと答え

た割合は、問7-1の「警察に引き渡すべきであるJに「そう思うJと答えた割合や、問7-4の「学

校に連絡すべきであるJに「そう思うJと答えた割合よりも大きい。
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(8) 保護者に引取りにきてもらうべきと思う理由

! r庖が万引をした少年を捕まえたら、保護者(親)に連絡して、引取りにきてもらうべき;

iであるjと思う理由 (中高・問7-8)

1 子供の指導は親の責任だから ; 

2. 少年に反省させるために

3 再発防止のため ; 

4. その他(具体的に:

無回答
少年の指導は 少年に反省さ 再発防止のた

親の責任 せるために め
その他

中学生 52.8% 28.6% 16.0% 2.4% 0.2% 

高校生 56.2% 27.4% 13.4% 2. 90/0 0.1% 

「一一一一一千

保護者に引き取りにきてもらうべきと思う理由

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

中学生 高校生

各学年に共通して最も多いのは、 f少年の指導は親の責任だか初である。その次に「少年に反

省させるためJr再発防止のためjが続く。これらの回答には、学年による差はほとんど見られない。
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(9) 保護者に引取りにきてもらうべきと思わない理由

1 r庖が万引をした少年を捕まえたら、保護者(親)に連絡して、引取りにきてもらう j

jべきであるJと思わない理由 (中高・問7-9)

1. 万引は大した罪ではなし、から j 

2. 親は子どもの万引とは関係ないから ; 

3. 少年にとって大した罪にはならなし、から ; 

4. その他(具体的に:

大した罪では 親は子どもと たいした罰に 無回答

ないから は無関係 はならない
その他

中学生 7.9% 55.9% 8.3% 25.9% 2.1% 

高校生

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

4.6% 54.8% 10.9% 28.2% 1. 5% 

保護者に引き取りにきてもらうべきと思わない理由

中学生
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高校生

「亘その他ー一一一寸|
lロたいした罰にはならない :1

田親は子どもとは無関係 ;i
臼大した罪ではないから



各学年に共通して最も多いのは、「親は子どもの万引とは関係ないからJで、ある。「万引は大した

罪ではないからJとの犯罪意識の欠如からくる意見は、中学生のほうが多いということは注目に値す

る。

「その他jの自由回答で圧倒的に多いのが「保護者に連絡する必要がないからJであり、具

体的には「その場で解決すればいいJrその場でお金を払えばいいJr底で解決できるのでJ. 

など、法を犯しているという意識が全くないものだ、った。
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(10) 警察から学校への連絡に対する意識

! r少年が万引をしたとの通報を受けた警察は、学校にも連絡すべきであるj

(中高・問7-10)

1. そう思う ; 

2. そう思わない

そう恩う そう恩わない 無回答

中学生 83.1% 16.7% 0.1% 

高校生 75.0% 24.8% 
0.2% 

警察は学校に連絡すべき

100% 

90% 

80% 
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60弘
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Et咽」

中学生 高校生

中学生よりも、高校生のほうが「そう思うJの割合が少なくなっている。またその差は、 1割以上と

大きい。
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(11) 警察は学校へ連絡すべきと思う理由

;「少年が万引をしたとの通報を受けた警察は、学校にも連絡すべきで、あるJと，思う理由;

(中高・問7-11)

1 再発防止のために連携して指導するべき ; 

2 生徒の指導は学校の責任だから ; 

3. いじめなどが背景にあるカもしれないので、学校は知っておくべきだ、から j 

4. 少年に反省させるために

5. 再発防止のため ; 

6. その他(具体的に:

連携して指 指導は学 いじめが背 反省させる 再発防止
その他 無回答

導する 校の責任 景にある ため のため

中学生 55.4% 7.4% 19.1% 11. 4% 5.7% 0.8% 0.1% 

高校生 59.5% 6.4% 13.8% 12.0% 6.6% 1. 6% 0.1% 

警察は学校に連絡すべきと思う理由
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各学年に共通して最も多いのは、「再発防止のために連携して指導するべきJである。万引の背

景としてのいじめの存在については、中学生の2割近くが「あるかも知れないJと回答している。高

校生で、はその割合は減っていく
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(12) 警察は学校へ連絡すべきと思わない理由

I r少年が万引をしたとの通報を受けた警察は、学校にも連絡すべきであるJと思わない理由 j

! (中高・問7-12)

1. 犯罪なので警察が対処するべき ; 

2. 学校外の私的な行動であるから ; 

3. 退学などになりかねない、少年の将来のため ; 

4. 学校は形だけの叱責しかしないから j 

5. その他(具体的に:

犯罪なので響 学校外の私 少年の将来
学校は形だ

けの叱責しか その他 無回答
察が対処 的な行動 のため

しない

中学生 27.7% 37.3% 12.0% 16.2% 6.4% 0.4% 

高校生 18.9% 37.2% 23.0% 14.2% 6.3% 0.4% 
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100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

中学生

警察は学校に連絡すべきと思わない理由

! 「l・その他 I1 

ロ学校は形だけの叱責しかしない11

ロ少年の将来のため 11 

・学校外の私的な行動 !I 
回犯罪なので警察が対処 I! 

高校生

各学年に共通して最も多いのは、「学校外の私的な行動であるからJである。次に、中学生では

「犯罪なので警察が対処するべきJが続き、高校生では「少年の将来のためJが続く。この「少年の

将来のためJは中学生では1割程度だ、ったが、高校生では倍増している。中学生での「学校は形だ

けの叱責しかしないからJは16%と、「少年の将来のためjよりも多い。
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(13) 連絡を受けた親は直ちに引取りに行くべきか

! r庖または警察から子どもが万引をしたとの連絡を受けた親は、直ちに子どもを引;

;取りに行くべきであるJ (中高・問7-13)

1. そう思う

2. そう思わない

そう思う そう思わない 無回答

中学生 94.0% 5.8% 0.1% 

高校生 93.4% 6.3% 0.3% 

親は直ちに引き取りに行くべき

、‘'b
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-つ-フ

一
そ
そ
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一
・
回
一

100% 
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80% 

70% 

60% 

50% 

40覧

30% 

20% 

10% 

高校生中学生

0% 

この質問に「そう思うJと答えた割合は、各学年に共通して9割以上と非常に大きい。またそれら

には学年による差もみられない。よって「親は子どもを引き取りに行くべきJとしづ意見は、ほぽ一致

していると考えられる。
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(14) 直ちに引取りに行くべきと思う理由

T 

;「庖または警察から子どもが万引をしたとの連絡を受けた親は、直ちに子ど;

;もを引取りに行くべきで、あるJと，思う理由 (中高・問7-14)

中学生

高校生

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

親にも責任があ 親が来なし、と釈 無回答

るカ=ら 放されない
その他

74.7% 20.7% 4.4% 0.2% 

71.9% 22.1% 5.8% 0.2% 

親は直ちに引き取りに行くべきと思う理由

!ロその他
|・親が来ないと釈放されない1;

i回親にも責任があるから J 

中学生 高校生

一一一一十一

各学年に共通して圧倒的に多いのは、 f親にも責任があるからJで、これは共に7割を超えている。

「親が引き取らないと釈放されなし、からJという意見も2割を超えている。またこれらの回答には、学

年による差はほとんどみられない。
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(15) 直ちに引取りに行くべきと思わない理由

1 r庖または警察から子どもが万引をしたとの連絡を受けた親は、直ちに子どもを j

;引取りに行くべきであるJと思わない理由 (中高・問7-15)

L_一---

1. 万引は大した罪ではなし、から ; 

2. たかが万引で親を呼び出すのは大げさである ; 

3. 万引をした品物を買い取りさえすればいし、から j 

4. その他(具体的に:

大した罪では 親を呼び出す 品物を買い
その他

無回答

ないから のは大げさ 取ればいい

中学生 6.8% 35.5% 15.9% 39.0% 2.8% 

高校生

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

4.9% 31. 3% 10.6% 48.9% 4.2% 

親は直ちに引き取りに行くべきと思わない理由

中学生 高校生

一一一寸

ロ仇 ----l 
口品物を買い取ればいい 11

・親を呼び出すのは大げさiJ

国ー で防 札!l

' 

→ーー?一一ー-ーーーーー司ーー-----一ー一一ーーー-←ー←ε一 一一 ・司ーチ ー← ー_1

各学年に共通して多いのは、「たかが万引で親を呼び出すのは大げさで、あるJとの意見であり、

これは共に3割を超えている。

「その他Jを見てみると、高校生では「親が行かないことで(I人にさせることで)反省を促す効果

があるから」としづ意見が最も多い。これは中学生にもみられるが、中学生では「万引は個人的な問

題だからJとしづ意識が多かったo
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(16) 親の指導に対する認識

;「親は万引をした子どもに対して厳しく指導するべきで、あるj

(中高・問7-16)

1. そう思う ; 

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20九

10% 

0% 

2. そう恩わない

そう思う そう思わない

中学生 88.4% 11. 5% 

高校生 87.2% 12.5% 

親は厳しく指導すべき

中学生 高校生

無回答

0.1% 

0.3% 

回そう思わない

i回そう思う

この質問に「そう思うJと答えた割合は、各学年に共通して9割近くと大きい。またそれらには学年

による差もみられない。
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(17) 親は厳しく指導するべきと思う理由

l r親は万引をした子どもに対して厳しく指導するべきであるJと思う理由 ; 

(中高・問7-17)

1. 子どもの責任は親の責任であるから j 

2. 少年に反省させるために

3 再発防止のため j 

4. その他(具体的に:

子どもの責任 少年に反省 再発防止の
その他 無回答

は親の責任 させるために ため

中学生 31. 8% 40.6% 25.8% 1.7% 0.1% I 

高校生 34.4% 41. 6% 21. 1 % 2.7% 0.2% I 

親は厳しく指導すべきと思う理由
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口その他 :' 

口再発防止のため l 
圃少年に反省させるために l
18 7:~to温呈惇週金重丘i

中学生 高校生

各学年に共通して最も多いのは、「少年に反省させるためにJで、あり、全体の4割が回答している。

次に「子どもの責任は親の責任であるからJr再発防止のためJが続く。各学年による差はほとんど

みられない。
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(18)親は厳しく指導するべきと思わない理由

i r親は万引をした子どもに対して厳しく指導するべきで、あるjと思わない理由 ; 

中学生

高校生

(中高・問7-18)

1. 万引は大した罪ではないから ; 

2 子どもなら誰で、もやることであり、放っておけばそのうち止めるから ; 

3. 厳しく指導しすぎると子どもの居場所がなくなり、かえって非行に走;

らせることになるから j 

4. その他(具体的に:

万引は大した 放っておけば 子どもの居場所

罪ではない そのうち止め がなくなり、非・

カ=ら る 行に走る

3.8% 4.8% 76.3% 

2.5% 5.3% 67.3% 

親は厳しく指導すべきと恩わない理由

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

中学生 高校生

一一一-一一一・

その他 無回答

14.3% 

24.0% 

日吾る他 つj

iロ居場所がなくなり非行に走る il
l・放っておけばそのうち止める !1
l里郡U!主大した罪ではないか皇ji 

0.8% 

0.9% 

各学年に共通して圧倒的に多いのが、「厳しく指導しすぎると子どもの居場所がなくなり、かえっ

て非行に走らせることになるからJである。この意見に近しものは、「その他Jの自由意見にもかなり

みられる。自由意見で最も多いのは「指導する前に話を聞くべきだからJであり、その割合は各学年

とも、「その他J回答数のほぼ半数であった。
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(19) 庖舗に対する対応の認識

! r万引をした子どもやその親はどのようなことをすべきだと思いますかj

(複数回答) (中高・問8)

1. 万引は軽微な犯罪なので、その場で謝罪すればよい

2. 万引をしようとした品物を買い取るべきである ; 

3. 万引をしようとした品物を買い取るだけでなく、迷惑料などを払うべきである

4. 庄の掃除や手伝いなどをするべきである ; 

5. ボランティア活動に従事するなど、社会に貢献する活動をするべきである

6. その他(具体的に:

その場で 品物を買
買い取るだ

庖の掃除や 社会に貢献
けでなく迷 その他 無回答

い取る 手伝いなど する謝罪
惑料を払う

中学生 29.6% 30.8% 42.3% 17.6% 28.9% 6.9% 0.9% 

高校生

45% 

40% 

35% 

30% 

25% 

20% 

15% 

10% 

5% 

0弛

22.3% 32.1% 

中学生

31. 0% 

庖舗に対する対応

高校生
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16.7% 26.8% 10.1% 

(白ぞゐ場で謝罪一 一 -1
1・品物を買い取る

lロ害い取るだけでなく迷惑料を払i
!っ I~ 

l口后の掃除や手伝いなど il 

l・社会に貢献する ;i 

l臼その他

1.9% 



「万引をしようとした品物を買い取るべきであるjと「万引をしようとした品物を買い取るだけでなく、

迷惑料などを払うべきであるJを合計すると、 6割を超え、特に中学生では7割に達する。「万引は

軽微な犯罪なので、その場で謝罪すればよいJは中学生と高校生では1割の差がある。「その他J

の自由回答も、「その場で謝罪すればよいJという意見と同様のものが目立つ。
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ill.他の非行に対する意識

(1) 麻薬や脱法ドラッグ、に対する意識

! r麻薬や脱法ドラッグについてあなたはどのように考えますかJ (中高・問12)

1. 絶対にやってはいけないこと

2. やってはいけないことだがそんなに大きな問題ではない

3. よくあることで、さほど問題ではない

4. その他(具体的に:

絶対にやって
やってはし、けな よくあることで、

いが大きな問題 さほど問題では その他 無回答
はいけないこと

ではない ない

中学生 95.6% 2.1% 0.7% 1. 3% 0.3% I 

高校生 95.1% 2. 30/0 0.8% 1. 4% 0.5% I 

麻薬や脱法ドラyグに対する考え
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戸市てほし仇'L\~~ÎI

.やってはいけないが大きな問題1
1 ではない

!ロよくあることで、さほど問題では i 
! ない
jロその他

中学生 高校生

中学生・高校生に共通して、「絶対にやってはし、けないJとする意見が非常に多い。
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(2) 麻薬や脱法ドラッグ、に対する友達の意識

;「麻薬や脱法ドラッグについてあなたの友達はどのように長てい瓦が許お …; 
(中高・問13)

1. 絶対にやってはいけないこと ; 

2. やってはいけないことだがそんなに大きな問題ではない

3. よくあることで、さほど問題ではない

; 4. その他(具体的に:

中学生

高校生

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

絶対にやって やってはいけ よくあること

はいけないこ ないが大きな で、さほど問 その他 無回答

と 問題ではない 題ではない

93.7% 4.0% 0.6% 1. 4% 0.3% 

92.7% 3.9% 1.1% 1. 7% 0.6% 

麻薬や脱法ドラyグに対する友達の考え

中学生 高校生

両五色対にやってはいけないこと

l・やってはいけないが大きな問題
l ではない

|ロよくあることで、さほど問題では i
| ない

!日その他

一一一 ー一一一ー_--.J

自分の意見に比べると「やってはいけないが大きな問題ではないJという意見が増えているが、

それでも9割以上がf絶対にやってはし、けなしリと回答している。
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(3) 喫煙に対する意識

1 rタバコについてあなたはどのように考えますかJ (中高・問14)

1. 絶対にやってはいけないこと ; 

2. やってはいけないことだがそんなに大きな問題ではない

3. よくあることで、さほど問題ではない

4. その他(具体的に:

中学生

高校生

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

絶対にやっ

てはいけな

し、こと

68.6% 

51. 3% 

中学生

やってはいけ よくあること

ないが大きな で、さほど問

問題ではない 題ではない

20.6% 7.4% 

30.1% 14.4% 

喫煙に対する考え

高校生

その他 無回答

3.2% 0.2% 

3.6% 0.6% I 

:臼絶対にやってはいけないこと
11 

固やってはいけないが大きな問題 11

1 ではない
ロよくあることで、さほど問題ではト
ない

ロその他 11 

中学生の3人に2人が回答していた「絶対にやってはいけなし、ことJが、高校生になると半数に減

っている。
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(4) 喫煙に対する友達の意識

;「タバコについてあなたの友達はどのように考えていると，思いますかJ (中高・問15) ; 

1. 絶対にやってはいけないこと ; 

2. やってはいけないことだがそんなに大きな問題ではない

3. よくあることで、さほど問題ではない

4. その他(具体的に:

絶対にやって やってはいけ よくあること

はいけないこ ないが大きな で、さほど問

と 問題ではない 題ではない

中学生 58.2% 27.1% 12.0% 

高校生 36.5% 33.3% 26.6% 

喫煙に対する友達の考え

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

中学生 高校生

その他 無回答

2.3% 0.4% 

2.9% 0.6% 

一一一一一一一一一一一「

i回絶対にやってはいけないE
Eやってはいけないが大きな問題11

ではない 1; 

jロよくあることで、さほど問題では li
l ない l 

iロその他 1I 

友達の意見になると、高校生では「絶対にやってはいけなし、ことjがやってはいけないことだが

そんなに大きな問題ではないことJとの回答がほぼ同じになるo
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